
演習問題解答の解説 計算の流れ

手順３：暖房期の平均日射熱取得率ηＡＨ

方法：部位等の性能値をカタロ
グで確認し計算式に入力する

基準適合は判定しない

手順２：冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣ

方法：部位等の性能値をカタロ
グで確認し計算式に入力する

判定：基準値より小さければ適
合

手順１：外皮平均熱貫流率ＵＡ
方法：部位等の性能値をカタロ
グで確認し計算式に入力する

判定：基準値より小さければ適
合

外皮性能と一次エネルギー消費量の両方とも基準に適合しているので、演習問題の住宅は省エネ基準に適合

■外皮性能 ■一次エネルギー消費量

方法：手順１～３の数値と設置
する設備を元にポイント数を確認

判別：基準ポイントより小さけ
れば適合

手順４：一次エネルギ消費量



演習問題解答の解説

外皮性能の簡易計算シート（3ページ）

一次エネルギー消費量の簡易計算シート（7ページ）

演習問題（11ページ）

計算を始める前に：計算する住宅に該当する計算シートを選択



演習問題解答の解説 外皮性能(1.外皮平均熱貫流率ＵＡ）

手順1-1：各部位の断熱材の熱貫流率をカタログで確認し・転記（天井）

演習問題（11ページ） 断熱材メーカーのカタログイメージ（13ページ）

演習問題解答（17ページ）

該当する
断熱材を
確認

断熱材の部位熱貫流率を確認

熱貫流率を転記



演習問題（11ページ） 断熱材メーカーのカタログイメージ（13ページ）

演習問題解答（17ページ）

該当する断熱材を確認
断熱材の熱貫流率を確認

手順1-2：各部位の断熱材の熱貫流率をカタログで確認し・転記（外壁）

一つの部位に複数の異なる仕様がある場合は、最も大きな熱貫流率を記載する。
（0.526＞0.430）

演習問題解答の解説 外皮性能(1.外皮平均熱貫流率ＵＡ）



手順1-3：各部位の仕様に該当する部位熱貫流率をカタログイメージから抽出・転記（床）

演習問題（11ページ） 断熱材メーカーのカタログイメージ（13ページ）

演習問題解答（17ページ）

該当する
断熱材を
確認

断熱材の部位熱貫流率を確認

部位熱貫流率を転記

演習問題解答の解説 外皮性能(1.外皮平均熱貫流率ＵＡ）



手順1-4：各部位の仕様に該当する部位熱貫流率をカタログイメージから抽出・転記（窓）

演習問題（11ページ） サッシメーカーのカタログイメージ（14ページ）

演習問題解答（17ページ）

該当する
窓を確認

窓の部位熱貫流率を確認

ｶﾞｽ

＜演習問題では、ガラスの厚みや中空層の厚さなどが不明なため、下表は使えない＞

一つの部位に複数の異なる仕様がある場合は、最も大きな熱貫流率を記載する。
（3.49＞2.91）

演習問題解答の解説 外皮性能(1.外皮平均熱貫流率ＵＡ）



手順1-5：各部位の仕様に該当する部位熱貫流率をカタログイメージから抽出・転記（ドア）

演習問題（11ページ） サッシメーカーのカタログイメージ（15ページ）

演習問題解答（17ページ）

該当する
ドアを確認

ドアの部位熱貫流率を確認

部位熱貫流率を転記

ｶﾞｽ

演習問題解答の解説 外皮性能(1.外皮平均熱貫流率ＵＡ）



手順1-6：各部位の仕様に該当する部位熱貫流率をカタログイメージから抽出・転記（玄関等・浴室）

演習問題（11ページ）

演習問題解答（17ページ）

該当する
断熱材を
確認

玄関や浴室の土間床等の外周部に使う断熱材の線熱貫流率ψの値がわからない
（演習問題ではカタログイメージを用意していない）

線熱貫流率ψの値がわからないとき等は、定数（1.8）を用いることができる。（※）

演習問題解答の解説 外皮性能(1.外皮平均熱貫流率ＵＡ）



手順1-7：各部位について、熱貫流率や線熱貫流率と係数のかけ算の結果を合計し、基準値と比較

演習問題解答（17ページ）

(1)～(9)の
結果を合計

計算結果の数値（0.84）が、基準値(0.87)以下なので
外皮平均熱貫流率ＵＡの基準に適合

※計算結果の数値（0.84）は一次エネルギー量の算出のためこの後使用します。

演習問題解答の解説 外皮性能(1.外皮平均熱貫流率ＵＡ）



演習問題解答の解説 外皮性能 （2.冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣ）

手順2-1：各部位の部位熱貫流率を外皮平均熱貫流率の計算シートから転記（天井、外壁、ドア）

屋根・天井、外壁、ド
アの部位熱貫流率を
転記

演習問題解答（17ページ）

演習問題解答（18ページ）



手順2-2：各部位の仕様に該当する日射取得率をカタログイメージから抽出・転記（窓）

演習問題解答（18ページ）

演習問題（11ページ） サッシメーカーのカタログイメージ（14ページ）

該当する
窓を確認

日射熱取得率を確認

日射熱取得率を
垂直面日射取得率に転記

ｶﾞｽ

演習問題解答の解説 外皮性能 （2.冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣ）



手順2-3：各部位について、熱貫流率や日射熱取得率と係数のかけ算の結果を合計し、基準値と比較

演習問題解答（18ページ）

(10)～(13)
の数値を合計

基準値と比較

計算結果の数値（2.8）が、基準値(2.8)以下なので
冷房期の平均日射熱取得率ηACの基準に適合

※計算結果の数値（0.84）は一次エネルギー量の算出のためこの後使用します。

演習問題解答の解説 外皮性能 （2.冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣ）



演習問題解答の解説 外皮性能（3.暖房期の平均日射熱取得率ηＡＨ）

手順3-1：各部位の部位熱貫流率を外皮平均熱貫流率の計算シートから転記（天井、外壁、ドア）

屋根・天井、外壁、
ドアの部位熱貫流
率を転記

演習問題解答（17ページ）

演習問題解答（18ページ）



手順3-2：各部位の仕様に該当する日射取得率をカタログイメージから抽出・転記（窓）

演習問題解答（18ページ）

演習問題（11ページ） サッシメーカーのカタログイメージ（14ページ）

該当する
窓を確認

日射熱取得率を確認
ｶﾞｽ

日射熱取得率を
垂直面日射取得率に転記

演習問題解答の解説 外皮性能（3.暖房期の平均日射熱取得率ηＡＨ）



手順3-3：各部位について、熱貫流率や垂直面日射熱取得率と係数のかけ算の結果を合計

演習問題解答（18ページ）

(14)～(17)
の数値を合計

暖房期の平均日射熱取得率ηAＨは
基準値がないため適合の判定は不要

※計算結果の数値（0.84）は一次エネルギー量の算出のためこの後使用します。

演習問題解答の解説 外皮性能（3.暖房期の平均日射熱取得率ηＡＨ）



演習問題解答の解説 （一次エネルギー消費量）

手順4-1：手順１・２で算出した外皮性能(外皮平均熱貫流率・暖房期の平均日射熱取得率)の
数値から、該当するポイント数を確認（暖房設備）

演習問題解答（18ページ）

演習問題解答（17ページ） 演習問題解答（19ページ）

外皮性能が
該当する欄
を確認

ポイント数を確認



演習問題解答の解説 （一次エネルギー消費量）

演習問題解答（18ページ）

演習問題解答（17ページ） 演習問題解答（20ページ）

ポイント数を確認外皮性能が
該当する欄
を確認

手順4-２：手順１・３で算出した外皮性能(外皮平均熱貫流率・冷房期の平均日射熱取得率)の
数値から、該当するポイント数を確認（冷房設備）



演習問題解答の解説 （一次エネルギー消費量）

手順4-3：設置する設備が該当するポイント数を確認（換気設備・照明設備・給湯設備）

演習問題（11ページ） 演習問題解答（21ページ）

ポイント数を確認

ポイント数を確認

ポイント数を確認

ポイント数を確認



演習問題解答の解説 （一次エネルギー消費量）

手順4-4：手順4-1～4-3で確認した各設備のポイント数を転記・合計し、100以下かどうか確認

(ア)～(キ)の数値を合計

合計ポイント数が、100以下なので
一次エネルギー消費量の基準に適合

外皮性能と一次エネルギー消費量の両方とも基準に適合しているので、演習問題の住宅は省エネ基準に適合


